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■当番病医院
　０８９７ー５８ー２２００（常　時）
■災害情報
　０８９７ー５５ー５５５１（発生時）

平成27年11月末日現在

住民基本台帳登録数

 ( )内は前月比

人口 112,254人（＋ 3 9 人）
　男　54,006人（＋ 5 3 人）
　女　58,248人（－ 1 4 人）
世帯　50,050世帯(＋ 8 6 世帯）
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No.125　オオハクチョウ（冬鳥）
　全長140cm、ユーラシア大陸北部の繁殖地から主に北海道、

東北、北陸地方の湖に渡来する大型の冬鳥です。山陰地方で越

冬しているコハクチョウよりは一回り大きく、くちばしの形の

違いが識別点。西条では2003年11月に高須の水田地帯で、2014

年12月には加茂川河口で、それぞれ幼鳥が観察されました。
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開催まであと 20カ月
西条市開催６競技のうち山岳（全種別）は

石鎚クライミングパークＳＡＩＪＯと

西部体育館で開催。

　せり・なずな・ごぎょう・はこべら・ほとけのざ、

すずな、すずしろ、これぞ七草♪

　お正月の１月７日、新年を祝うとともに、１年の無

病息災と五穀豊穣を願い、全国の多くの食卓でふるま

われる「七草がゆ」。おせち料理とともに、日本古来

の食文化として今も多くの日本人から愛される、新年

を祝う代表的な食べ物です。

　西条市は、この「七草」の生産量日本一。新年早々、

地元の学生や地域の人々が朝早くから農場でパック詰

めに従事する姿は、今やすっかり西条の風物詩です。

　30年前に地元の主婦のアイデアで始められたこの七

草は、昨年ついに100万パックの出荷を達成！　「西

条の七草」はますますその名を全国に知られるところ

となりました。

　西日本最高峰石鎚の麓、名水うちぬきと温暖な環境

の下で育まれ、鮮度を保つため、年が明けてたった４

日間で収穫される「西条の七草」は、栄養たっぷりで

抜群のおいしさ！　１月７日は、西条の誇る七草がゆ

を食べて、元気に今年１年をスタートさせましょう！

■日程　１月７日㈭　10時～12時
■場所　ＪＲ伊予西条駅前、ときめき水都市、

　　　　みのりちゃん市場、ＪＡ西条新居浜直販所、

　　　　食の創造館

　※直販所での開始時間は場所によって異なります。

　※数量限定、なくなり次第終了。

■問合せ　西条市農業協同組合　営農振興課

　　　　　TEL0897－56－9000

■問合せ

　市庁舎新館２階　観光物産課

　物産・ブランド推進係

　TEL0897－52－1380

日本一の生産量！

西条の七草

ふるさと産品通信

七草がゆをふるまいます


